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インスリンの保管方法  薬剤師：大塚 志織  

 だんだんと暖かい日も増え、春を感じることも増えてきました。これ

から夏に向けて気温が上がっていく中、インスリンの保管方法について

一度見直してみませんか？ 

 

１． 未使用のインスリン 

冷蔵庫（２～８℃）で保管しましょう。インスリンは熱に弱く、３７度以上の高温にさら

されると効果が落ちてしまうと言われています。インスリンはタンパク質で出来ているの

で、高温にさらされると変性し血糖を下げる効果を失ってしまいます。熱変性を起こして

も外観上はわかりにくい場合があるので注意が必要です。 

また寒さにも弱く、凍ってしまっても変性してしまいますので、冷蔵庫で保管する場合は

冷却風の当たる場所は避け、ドアポケット等インスリンが凍らないような場所が良いでし

ょう。熱変性を起こしてしまった物や凍ってしまった物は安全に使用できるか不明なので

そのものは使わず、適温で保管された新しい物を使うようにしましょう。 

 

２． 使用中のインスリン 

開封後の物は室温（１～３０℃）保存で大丈夫です。直射日光が当たらないような場所で

保管して下さい。ただ室温といっても最近の夏場は３０℃を超えてしまうことが優にあり

ます。冷房の効いた部屋などで保管し、高温の部屋で保管することは避けて下さい。また

車内にも注意が必要です。締め切った空間では温度が上昇しやすく、思っている以上に高

温になっていることがあります。車の中にインスリンを放置しないよう気をつけて下さい。 

 

３． インスリンの使用期限 

インスリンにも使用期限があります。インスリンの箱やペン本体にも期限が明記されてい

ます。期限を確認してから使用しましょう。 

また使い始めたインスリンには使用可能日数が設定されています。多くのものは４週間で

すが、例外もあります（ランタスＸＲは６週間、トレシーバは８週間使用可能等）。イン

スリンの種類によっても異なってきますので先生や薬剤師等に使用可能日数を確認して

下さい。１回に打つ単位が少ないと使用可能日数以内にインスリンを使い切ることが出来

ない場合もあります。それ以上の日数が過ぎた物は安全に使えるか・血糖を下げる効果が

きちんとあるか保障されていないので、そのものは廃棄し、新しい物に交換するようにし

て下さい。 

 

ＧＬＰ－１受容体作動薬もインスリンと同じようにタンパク質で出来ているので

適切な温度管理が必要です。正しく保管し、適切な注射が行えるよう

にして下さいね。 


